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高
齢
者
の
方
の
介
護
で
困
っ
た
と
き
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
)
を
ご
存
じ
で
す
か
。

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
や
、
そ
の
家
族
か
ら
の

在
宅
介
護
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ガ
総
合
的
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
申
請
手
続
き
の
受
け
付
け
・
代
行
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。在宅介護支援センター

● 痴ほうがでてきたみたいなのですが、
どうしたらいいでしょう か。

● 介護の悩みや 心配ごとを相談
冫; ; 防

丶
したいのですが。

● 高齢の親と同居
するのですが、
どのようなサー
ビスが受けられ
ますか。

● 自宅でお風呂に

入れなく て困つ
ています。

● 高齢者世帯で、
将来に不安が
あるのですが…

● 寝 たき り の親 が退 院

し てく る ので すが 、

とう し たら いい でし

よう か 。 。-

介
護
相
談

電
話
で
の
相
談
は

年
中
無
休

高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談
は
看

護
婦
や
介
護
、
福
祉
の
専
門
職
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
来
所
で
の
相
談
は
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
の
朝
9
時
か
ら
夜
8

時
ま
で
、
電
話
で
の
相
談
は
年
中
無
休

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
の
内
容
に
よ
り
家
庭
を

訪
問
し
ま
す
。
直
接
、
高
齢
者
の
方
の

様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
介
護
方
法

の
助
言
や
本
人
の
身
体
の
状
態
に
あ
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
ま
す
。

申
請
書
の
取
り
次
ぎ
、

各
サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
・

調
整
を
し
ま
す

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
必
要
な
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
手
続
き

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
保
健
所
や
福

祉
事
務
所
へ
の
申
請
書
の
取
り
次
ぎ

や
、
そ
の
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
各
サ
ー
ビ
ス
実
施
機
関

と
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

介
護
機
器
を

紹
介
し
ま
す

介
護
機
器
の
展
示
や
紹
介
、
選
定
に

あ
た
っ
て
の
助
言
の
ほ
か
、
住
宅
改
造

に
闃
す
る
助
言
や
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。区

で
は
現
在
、1
3が
所
(
表
I
・
図

―
)
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
介
護
で
お
困
り
の
と
き
は
、
お

近
く
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

表1 在宅介護支援センター一覧図1 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 案 内 図今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
東
部
・
西
部
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

新
規
通
所
者
募
集
/
保
育
園
児
募
集

4
・
5
面
▽
足
立
の
成
長
物
語
/
今
、
エ
イ
ズ
を
と
も
に
考
え
よ

う
/
家
族
介
護
者
教
室

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
議
会
第
4
回

定
例
会
/
成
人
の
日
の
集
い
/
ひ
ろ
ば
/
掲
示
板

B
面
▽
▽
▽
花
だ
よ
り
/
あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー
祀
月
/
生
涯
学
習

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

葦
立
ち

世
界

人
権

宣
言
5
0

周
年

来
月
1
0
日
は
「
世
界
人
権
宣
言

」

か
ら
5
0
年
に
あ
た
り
ま
す

。

第
二
次
世
界
大
戦
は
5

千
6

百

万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た

人
類
史
上
最
も
悲
し
む
べ
き
出
来

事
で
し
た

。
大
戦
が
終
結
に
向
か

っ
た
1
9
4
5

年
(
昭
和
2
0
年
)
国

際
連
合
憲
章
を
審
議
す
る
た
め
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
は

、

多
く
の
国
の
代
表
か
ら
、
人
権
尊

重
の
重
要
性
が
主

張
さ
れ
ま
し

た

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

、
国
運

憲
章
は
人
権
と
基
本
的
自
由
に
つ

い
て
の
国
際
協
力
を
強
く
う
た
っ

て
い
ま
す

。
国
連
は

、
そ
の
最
初

の
仕
事
と
し
て

「
人
権
宣
言
」
の

作
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た

。1
9
4
8

年
(

昭
和
2
3
年
)
1
2
月
1
0日

第
3

回
総
会
で

「
人
類
社
会
の
す

べ
て
の
構
成
員
の
固
有
の
尊
厳
と

平
等
で

譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
世
界
に

お
け
る
自
由
・
正
義
お
よ
び
平
和

の
基
礎
で
あ
る

」
で
始
ま
る
6
0
0字

を
超
え
る
長
い
前
文
と
3
0
条
か
ら

な
る

「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択

し
ま
し
た
。
そ
し
て

、
国
連
は
1
2

月
1
0
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

、

加
盟
国
に
そ
の
啓
発
を
求
め
て
い

ま
す

。今
年
は
特
別
に
1
9一
月
を
「
人

権
月
間

」と
し
て
お
り

、区
で
も
多

様
な
方
法
で
啓
発
活
動
に
取
り
く

ん
で
い
ま
す

。「
人
権
宣
言

」
が
様

々
な
形
で

根
づ
い
て

い
く
こ

と

は

、
2
1
世
紀
の
足
立
区
に
と
っ
て

大
切
な
土
台
づ
く
り
の
一
つ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
も
な
く
冬
を
迎
え
ま
す

。
風

邪
な
ど
に
充
分
ご
用
心
く
だ
さ

し

区

長

吉

田

万
三

世帯 と人口( 10 年11月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 271, 726 人口: 636, 344人( 男: 322, 216 人, 女: 314, 128 人)
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保

健

福

祉

ガイド

1
2月
の
陣
害
別
福
祉
相
談

(聴
覚
障
害
者
関
係
)

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
東
京
都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談

員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
日
時
=
1
2月
2
・
9
・
1
6日
、

午
後
1
時
～
4
時

場
所
=
竹
の
筱
障

害
福
祉
館

問
先
―
障
害
福
祉
担
当

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
第
3
回
)
1
3
0

時
間
コ
ー
ス

日
程
1
1
月
1
9・
2
1・
2
2・
2
5・
2
6・
2
8

・
2
9日
、
2
月
―
・
2
・
2
2・
2
3・
2
5

・
2
6日
、
3
月
1
・
2
・
4
・
5
日

※
こ
の
ほ
か
、
実
習
が
3
0時
間

場

所
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

(一
部
除
く
)

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る

濺

お
よ
び
既
に
勵
い
て
い
る
方
で
、

講
習
期
間
中
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き

る
区
民
の
方

内
容
=
福
祉
理
念
と
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
/
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
職
業

倫
理
/
介
護
技
術
/
介
護
事
例
検
討
/

介
護
概
論
ほ
か

定
員
=
4
4人
(
家
政

婦
紹
介
所
等
推
薦
分
1
4人
を
除
く
、
一

般
分
3
0人
を
公
開
抽
選
)
公
開
抽
選
-
1
2

月
8
日
内

午
前
1
0時
・
区
役
所

費
用
=
テ
キ
ス
ト
代
1
万
5
0
0円

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

・
職
業
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希

望
」
と
明
記

※
重
複
は
無
効

期
限
=
1
2

月
4
日
必
着

申
先
=
高
齢
福
祉

計
画
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

問
先
―
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
関
原昔

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

第
1
回
足
立
区

福
祉
機
器
展
・
講
演
会

高
齢
や
障
害
に
よ
り
身
体
の
不
自
由

な
方
々
に
と
っ
て
。日
常
生
活
に
役
立

つ
便
利
な
福
祉
用
具
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
=
D
一
月
1
6
日
～
1
8
日
、午
前
1
0
時

I
午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー
ほ
か

内
容
=
福
祉
機
器
・
福
祉

車
両
展
示
/
福
祉
機
器
相
談
/
高
齢
者

擬
似
体
験
/
講
演
会
▽
1
6日
・
:住
ま
い

の
工
夫
と
住
宅
改
善

▽
1
7日
…
自
立

支
援
と
福
祉
用
具

▽
1
8日
…

高
齢

者
、
障
害
者
の
装
い
と
選
び
方
の
ポ
イ

ン
ト

※
高
齢
者
模
擬
体
験
・
講
演
会

は
申
込
制

講
師
=
都
・
福
祉
機
器
セ

ン
タ
ー
職
員

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ーさ

(
3
8
5
3
)
0
6
3ワ
』

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金

申
請
書
は

1
1月
3
0日
ま
で
に
郵
送
を

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
既

に
申
請
書
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。
支

給
対
象
の
方
は
必
要
事
項
を
も
れ
な
く

記
入
し
、
必
ず
1
1月
3
0日
ま
で
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
臨
時
福
祉
給
付
金
(
1
万
円
支
給
)

対
象
=
次
の
受
給
者
の
方
(
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
等

に
入
所
の
方
は
、
別
途
支
給
さ
れ
る
の

で
除
く
)
・
:
(
1
)
老
齢
福
祉
年
金
(
2
)障

害
基
礎
年
金
等
(
3
)遺
族
基
礎
年
金
等
(
4
)

児
童
扶
養
手
当
(
5
)特
別
児
童
扶
養

手
当
(
6
)特
別
障
害
者
手
当
(
7
)障
害

児
福
祉
手
当
(
8
)福
祉
手
当
(
経
過
措

置
分
)
(
9
)原
爆
被
爆
者
諸
手
当

※
(
2
)

お
よ
び
(
3
)の一
部
の
方
は
、1
0年
度

分
の
区
市
町
村
民
税
が
非
課
税
(
注
I
)

の
方

□
臨
時
介
護
福
祉
金
(
3
万
円
支
給
)

対
象
汢
{一
歳
以
上
で
、1
0年
度
分
の
住

民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
(
注
1
)
の

方
、
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
で
、(
1
)
在
宅
で
基
準
に
該
当
す
る
6

ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
方
(
2
)

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
分
)
受
給
者

寮
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
の
方
や
3

ヵ
月
以
上
病
院
に
入
院
ま
た
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
除
く

□
臨
時
特
別
給
付
金
(
1
万
円
支
給
)

対
象
=
6
5歳
以
上
で
、1
0年
度
分
の
市

区
町
村
民
税
が
非
課
税
(
注
―
)
の
方

斑
臨
時
福
祉
給
付
金
に
該
当
す
る
方

は
除
く
。
ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
の

方
も
、
別
途
支
給
さ
れ
る
の
で
除
く

1
い
ず
れ
も
I

注
―
・・・
被
扶
養
者
の
場
合
は
、
そ
の
扶

羨
者
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と

□
支
給
方
法
(
予
定
)

給
付
金
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を

審
査
し
、1
月
末
ご
ろ
ま
で
に
口
座
振

込
な
ど
で
支
給
し
ま
す
。
振
込
通
知
は

出
し
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
さ
れ
た
口
座

の
通
帳
を
記
帳
し
て
確
・認
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
の
結
果
、
非
該
当
と
な
っ
た

方
に
は
通
知
し
ま
す
。

問
先
=
福
祉
管
理
課

1
1年
4
月

入
園
・
転
園

保
育
園
児
募
集

期
間
_
<
M
月
1
日
～
1
5
日
※
申
込
書

は
1
1
1
1

一
月
2
5
日
か
ら
各
福
祉
事
務
所
・
区

民
事
務
所
の
窓
口
・
保
育
園
で
配
布

申
先
=

住
所
地
を
担
当
す
る
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

お
よ
び
各
保
育
園
(
表
4
)

申
込
り
9

年
分
所
得
税
額
が
わ
か
る

も
の
(

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告

書
控
え
)
。な
お

、1
0年
分
所
得
税
が
確

定
し
だ
い
、1
0
年
分
の
も
の
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
/
1
0
年
度
固
定
資
産

税
を
証
明
す
る
書
類
(

課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
み
)
/

印
鑑

問
先
=

各
福
祉

事
務
所
(

表
2
)

表2 福祉事務所の管轄区域一覧

11年度新規通所者募集
東部・西部障害福祉総合センター
11年度新規通所者を表1 のとおり 募集し ます。な

お、幼児指導係は、2 月に通所者の募集を行ないま

す。障害専門相談・リハビリ通所訓練は、随時相談
・募集を行なっていますのでご利用ください。
裹1 新規通所者票售内胄

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区

役
所
代
表
ヘ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例
叮
訃
特
U
牋
‰
訌
ド
匸

1
1年
度
新
規
通
所
者
募
集

綾
瀬
あ
か
し
あ
園

(身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
)

表3 新規通所者募集内容

表4 保育園一覧 11年4 月1 日予定

公は公立保育園、私は私立保育園、民は公設民営の保育園です。
★印の保育園は産休明け( 生後57日目以降)保育可能園です。そのほガの0 歳児保育可能圜は6 ヵ月以上の児童か対象に
なります。
両親の就労時間等の都合で、午後7 時30分まで延長保育ができる圜もあります( 1 歳6 ヵ月以上の児童が対象。可能園に
ついては、お問い合わせください)。
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健
康カ
レ
ン
ダ
ー
1
2月の
予定

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、

血
液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
自
分

の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
環
境
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
1
9
一
月

6
日
沺
、
午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
場

所
l
保
塚
住
区
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
8
)
1
8
7
6

費
用
―
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

め
ざ
そ
う
!

あ
だ
ち
の
8
0
2
0

を

い
つ
ま
で
も
白
一
分
の
歯
で
、
食
べ
た

り
、
会
話
を
楽
し
む
た
め
に
8
0
歳
で
2
0

本
の
歯
を
保
と
う
と
い
う
「
8
0
2
0
　

(
(
チ
マ
ル
ニ
ー
マ
ル
)
運
動
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。日
程
=
▽
足
立
保

蘭
所
…
3
月
1
0
日
團
▽
千
住
保
健
所

1
2
月
1
4
日
圓
、2
月
3
日
團
受
付
時

間
1
午
後
1
時
1
5
分
～
2
時
3
0
分
対

象
1
2
0歳
1
3
9歳
ま
で
の
区
民

内
容
=

歯
周
訶
・
む
し
歯
・
か
み
合
わ
せ
等

の
歯
科
健
診
、
健
康
教
育
、
相
談

定

員
a
各
日
3
5人
(
先
着
順
)

費
用
―

無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

申

・
問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

千
住
保
健
所

き
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ぜ
ん
息
児
音
楽
療
法

(
腹
式
呼
吸
)
教
室

日
時
=
1
2月
1
0日
廁
・
H
日
吻
(
2
日

制
)
、午
後
2
時
3
0分
～
4
時

場
所
―

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息

を
治
療
中
の
3
歳
以
上
の
米
就
学
児
と

保
護
者

内
容
l
発
作
の
予
防
と
軽
減

に
役
立
つ
腹
式
呼
吸
を
音
楽
を
通
し
て

身
に
つ
け
ま
す

※
参
加
は
動
き
や
す

い
服
装
で

講
師
a
福
田
義
子
氏
(
日

本
音
楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

費
用
a

無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―

公
害
補
償
係

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
…
1
2
月
2
4
日
Ⅲ
、午
前

9
時
～
1
0
時
▽
体
験
学
習
・
・
i
月
1
3

日
㈲
、
午
前
1
0時
～
1
1時

対
象
1
1
8

歳
～
3
9歳
ま
で
の
女
性

内
容
l
骨
密

度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液

検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

・
貧
血
)
な
ど

費
用
=
無
料

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
a
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
1
2月
1
日
必
着

塲

・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
成
人
保
健

係

干
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
筱
2
-
1
9

一
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

健
康
講
座

「
糖
尿
病
の

歯
周
病
予
防
」

糖
尿
病
に
な
る
と
、
化
膿
し
や
す
く

な
り
歯
周
病
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。
ど

ち
ら
も
生
活
習
慣
で
予
防
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

日
時
=
1
2月
9
日
脚
、

午
前
1
0時
～
正
午

内
容
=
顕
微
鏡
で

口
の
中
の
細
菌
を
見
る
/
正
し
い
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
の
方
法
/
情
報
交
換

※
自

分
の
検
査
結
果
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
を
持
参

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(
直
通
)

講
演
会

「
肝
機
能
の

数
値
を
学
ぼ
う
」

G
o
T
・
G
P
T
・
y
l
G
T
P
、

こ
れ
ら
の
数
値
が
何
を
意
味
す
る
の
か

学
び
ま
し
ょ
う
。日
時
=
1
2
月
1
5
日

㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場

所
り
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
講
師
―
結
東

敬
基
氏
(
東
部
地
域
病
院
内
科
部
長
)

定
員
a
2
0
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=

無
料
申
込
`
話
申
・
問
先
=
足

立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
三

直
通
)

難
病
講
演
会

「
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病

」

～
最
新
の
治
療
と

手
・
頭
・
心
の
リ
ハ
ビ
リ
～

日
時
=
H
月
3
0
日
卯
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

講
師
=
栃
木
捷
一
郎
氏

(都
立
保
健
科
学
大
学
教
授
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住

保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

蓚m 沍

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に 区および勤務先等で同種の検診を受けた方は除き
ます 申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名(フリガナ)、生年月日、
年齢、性別 電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先
へ 後日 受診票と案内をお送りします ※ 消化器がん検診は検診日、
受診場所も第3 希望まで明記
女性がん検診と成人健康診査　ご問先=保健予防係 　3880- 5111㈹

□ 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診
と子宮がん検診
□ 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭和8 年4 月1 日以降生ま
れ) の区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、心
臓、肝臓、じん臓の病気や糖尿病、高血圧、高脂血症等について調
べます

一 いずれも 一
日時等= 受診票を受けとってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関
で受診 申先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

消化器がん検診 問先= 足立保健所診療放射線 　3855- 4156(直通)

日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病
気で治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内
容=X 線撮影による胃がん検診と検便による大腸がん検診 期
限= 受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 1 月
を受診希望の場合12月15日消印有効、送付は12月末日) 申先= 足
立保健所診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8

たべもの
道
し
る
べ

【
上
手
に
お
酒
を

飲
む
た
め
に
】

忘
年
会
・
新
年
会
と
飲
む

機
会
が
多
い
季
節
に
な
り
ま

す
。「
体
調
が
悪
く
て
も
、
つ

き
あ
い
が
・
:
」
と
い
う
あ
な

た
に

、
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ

忝
た
い
お
話
で
す
。

お
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ

ー
ル
は

、
肝
臓
で
分
解
さ
れ

ま
す
。
こ
の
肝
臓
を
守
る
た

め
に
は

、
食
事
や
お
つ
ま
み

を
食
べ
な
が
ら
飲
む
こ
と
が

大
切
で
す

。

手
軽
な
お
つ
ま
み
の
ス
ナ

ッ
ク
菓
子
や
、
乾
き
も
の
の

「
栄
養
成
分
表
示

」
を
見
て

み
ま
し
ょ
う

。
こ
れ
ら
の
つ

ま
み
に
は

、
脂
肪
や
塩
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
に

は
、
注
意
し
た
い
で
す
ね
。
ア
ル
コ
ー

ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
お
忘
れ
な
く
。

い
つ
ま
で
も
、
健
康
で
上
手
に
お
酒

が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
栄
養
成
分
表
示

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

A
保
健
所・
保
健
相
談
所
管
理
栄
養
士
V

ア ルコ一 応のエ ネ ルギ ーに 蓉1=l =隶 爽
( ア ルコールは 、決し てご 飯とは交 換できません。

食事はしっかり とつ瓩うえで、たしな む程度にしましょ う)

( 参考: 科学技術庁資 源調査会繝「日本 食品標準成分表 」〕

健康あ・ら・かると

ウイルスによる
食中毒にご注意

食
中
毒
と
い
え
ば
夏

場
に
発
生
す
る
も
の
と

・
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
都
内
で
は
毎
冬

2
0件
前
後
の
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
七
割
近
く
が
小
型
球
型

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
食
ぺ
る
と
、お
よ
そ
2
4
～
4
8
時
間
で
、

激
し
い
下
痢
を
主
と
し
た
胃
腸
炎
や
吐

き
気
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、3

日
程
度
で
治
り
ま
す
。こ
の
胃
腸
炎
は
、

か
か
り
や
す
さ
に
個
人
差
が
あ
り
。
抵

抗
力
の
落
ち
て
い
る
場
合
に
感
染
、
発

軻
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
季
節

柄
、カ
ゼ
と
勘
違
い
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
よ
う
で
す
。

主
な
感
染
経
路
は
ウ
ィ
ル
ス
に
汚
染

さ
れ
た
食
品
や
飲
料
水
か
ら
で
す
。
ま

た
、
感
染
原
因
と
推
定
さ
れ
る
食
品
と

し
て
報
告
例
が
多
い
の
は
、
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
の
生
食
で
す
。過
去
二
年
間
。

都
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
二
枚
貝
を
検

査
し
た
と
こ
ろ
約
4
0
%か
ら
ウ
ィ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
カ

キ
を
食
べ
て
胄
腸
炎
を
起
し
た
患
者
の

便
を
検
査
し
た
結
果
、
約
7
0
%か
ら
小

型
球
型
ウ
ィ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

生
食
用
の
カ
キ
を
購
入
す
る
場
合
に

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
信
頼
あ
る
お
店
で
、
日
付
や
産
地
を

は
っ
き
り
表
示
し
て
あ
る
も
の
を
購
入

し
ま
し
ょ
う

▽
消
費
期
限
内
に
食
べ
ま
し
ょ
う

▽
「
生
食
用
」
か
「
加
工
用
」
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

▽
フ
ラ
イ
、
鍋
物
な
ど
は
十
分
加
熱
し

ま
し
ょ
う
A

保
健
所
食
品
衛
生
係
V

区内中小 企業支援啓発標語 足立区で　買おう　 食べよう　 頼もう
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足立の成長物語
近 郊 都 市 と

し て
大 き く 変 化 し た 足 立 の 風 景

足立区は昭和30 年代から40 年代にかけて、近郊都市として宅地開発が進みま

した。同 時に、道路、鉄道、下水道、学校などの都市基盤も整傭され、風景が

大きく 変わった時期でもあります。そして現在の風景も21 世紀には、更に大き

く変化することか予 想されます 。このよう に急速に変化をとげ、今後も成長を

続けるS 立区の今と 昔の風景を 紹介します。

道
路
と
自
動
車

昭
和
3
0
年
代
か
ら
自
動
車

が
広
く
普
及
し
た
た
め
、
遭

路
の
塵
爾
が
進
み
ま
す
。
環

状
7

号
線
、
補
助
Ⅲ
号
線
、

国
道
4

号
線
の
拡
瞬
な
ど
の

工

事
が
続
き
ま
し
た
。ま
た
、

自
励
車
の
通
行
一

が
増
え
た

た
め

。
都
心
か
ら
の
主
要
遭

路
の
整
備
に
合
わ
せ
て
裙
の

邇
設
や
改
修
工
事
も
盛
ん
に

行

わ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
平
呪
9

年
に
補
助
2
5
8

号
線
が
一
郡
聞
通
す
る
な

ど
、
都
市
計
回
道
路
の

整
備

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ホ
チ

。

▲ 爾状七号線 鳥根三丁目付近( 昭和43年)

▲ 西新井橋北詰・補助1(刃号繚工事( 昭和42 年)
▲
補
助
2
5
8

号
線

島
根
四
丁
目
付
近

(
現
在
)

鉄
道
の
整
備

都
心
へ
通
助
す
る
人
々
の
足

に

な
る
鉄
道
の

塵
備
か
、
急
ピ

ッ
チ
で
す
す
み
ま
し
た
。
日
比

谷

線
北
千
住
I

中
目
黒
関
全
願

鬨
通
(
昭
和
3
9
年
)
、千
代
田
線

綾
瀬
～

霖
ケ
闃
(

昭
和
4
6
年
)
、

綾
瀬
1
北
綬
瀬
(

昭
和
5
4
年
)

の

聞
通
。
東
武
鉄
遭
の

高
架
複

々
線
化
(

昭
和
4
9
年
)
な
ど
。

ま
た

、
新
し
い
交
通
機
関
と
の

交
代
時
期
に
も
あ
た
り

、
都
一
(

昭
和
4
3
年
)
、
常
磐
線
の
蒸
気

機
関
車
(

昭
和
4
4
年
)
も
罸
を

消
し
ま
し
た
。

鉄
道
の
整
臠
は
現
在
も
行
わ

れ
、
常
磐
新
線
(

平
成
1
5
年
度

開
通
予
定
)
や
日
暮
里
・
舎
人

線
(

平
虞
1
7年
度
開
通
予
定
)

が
建
設
中
で
す
。

黔
改
修
中
の
北
干
休
齦
(

昭
和
3
6
年
)

▲ 都電よ さようなら 千佳四丁目付近

卜
甫
磐
新
緑
珮
眼
中

青
井
三
丁
目
付
近

(
現
在
) 都市化と農業

昭
和
如
年
こ
ろ
ま
で
は
稲
作
が
盛
ん
な
農
村

地
帯
で
し
た
が
、
宅
地
化
の
影
響
で
農
業
旭
は

激
策
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
、
稲
作
は
出
荷

用
と
し
て
は
、
昭
和
5
0
年
代
に
消
滅
。
し
か
し

生
産
性
を
高
め
、
近
代
経
営
化
を
す
す
め
た
小

松
粟

、
つ
ま
も
り
な
ど
の
栽
培
は
現
在
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

▲ 田植え( 昭和48年)

F
小
松
菜
の
水
耕
栽
培
(
現
在
)

学校の建設
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
人
口
が
増
加
す
る
に

つ
れ
、
小
・
中
学
校
の

教
室

不
足

が
生
じ

学

校
の

新
設
や

校

舎
の

増
築
、
体
育
館
や
プ
ー

ル
の
建
設
に
追
わ
れ
ま

し
た
。今
後
、こ
れ
ら
の

学
校
が
改
築
時
期
を
迎

え
ま
す
。そ
の
た
め
、児

童
数
の
推

計
を
基
に
、

学
校
の
適
正
配
置
も
考

瀘
し
な

が
ら

、賢
の

高

い
学
校
施
殿
の
整
傭
に

務
め
て
い
ま
す
。

▲ 航 空 写 真 花 畑 小 学 校 ・ 弟13 中 学 校{ 昭 和46 年}

F
千
舜
桜
小
学
校
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
室
(
現
在
)

水害と排水
下
水
道
が
普
及
し
な
い
ま
ま

、

住
宅
が
急
激
に
増
え
た
の
で

、
慶

業
用
水
賂
が
排
水
賂
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た

。
し
か
し

。
台
風
や
大

雨
の
た
び
に
用
水
路
か
ら
水
か
巌

れ
ま
し
た

。
水
害
を
少
な
く
す
る

た
め
用
水
路
の
改
修
や

、
荒
川
へ

強
制
排
水
す
る
た
め
の

排
水
場
の

整
備
に
追
わ
れ
ま
し
た

。

昭
和

貂
年
か
ら
の
下

水
遭
の
整

爾
促
進
と
と
も
に

、
浸

水
災
客
か

ら
少
し
ず
つ
解
放
さ
れ
ま
し
た

。

現
在
は
下
水
遭
も
晋
及
し

、
一
部

の

用
水
路
は
髑
水
公
園
と
し
て
よ

み

が
え
っ
て
い
ま
す

。

▲ 五反野駅北側用水改 修・遭路拡幅
(暗桑化)工事( 昭和42年) ● 熊之木排水鳩( 昭和42年)

黔見
沼
代
親
水
公
園
一
現
在-

く ら
べて

みる と 30 年前と現 在 の デ ータ
▽ 人口

迦人口に比べて世帯数の増加が目立ちま覃

▽ 一般会計予算 ▽ 農家人口と駢吁范血槓

▽ 自動車登録台数

▽ 区立公間敵と面積

▽ 鉄道1 日平均乗降客数(北干住駅)

▽ 図書館数

▽ 下水道普及率
▽ 住区センター

今
、
エイズをとも に

考 え よ う! 　

一時的に検査受診者が増加?

保
健
所
で
は
匿
名
・
無
科
の
H
I
V
(

エ
イ

ズ
)
抗
体
倹
査
・
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が

、

今
年
の
7

月
I
9

月
に
か
け
て

、
倹
査
の
受
診

者
や
相
談
各
数
が
急
激
に
増
加
し
ま
し
た

。
こ

れ
は
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ

の
影
響
の
よ
う
で

す
。
こ

の
ド
ラ
マ
は

、
主
人
公
の
老
い
女
性
が
I
回
の

売
春
で

、H
I
V

に
感
染
し

、
エ
イ
ズ
を
発
症

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た

。
実
際
に
相
談
に
来

ら
れ
た
方
も

、2
0
歳
前
後
の
若
い
女

性
が
大
半

で
し
た

。
こ
の
現
象
は

「
メ
デ
ィ
ア
の
一
時
的

な
影
響
ば
か
り
で
な

く
。
エ
イ
ズ
に
対
す
る
潜

在
的
な
不
安
」
が
引
き
起
こ

し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん

。

こ
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ

は
放
送

終
了
し

ま
し

た

。
で
も

、
こ

れ
を
機
会
に
も
う
一

度
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

ド
ラ
マ
か
終

わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

、H
I
V
/

エ
イ
ズ
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
か
ら

。

エ
イ
ズ
患
者
・
感
染
者
数
は

増
加
し
続
け
て
い
ま
す

わ
が
国
の
H
I
V
/

エ
イ
ズ
愚
者
・

感
染
者
の

登
録
者
数
は
依
然
と
し
て
増

え
続
け
て
お
り

、4
予
人
近

く
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す

。
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

デ
ー
タ
で
は

、
愚
者
数
は
5
-
6

年
で
1
0

倍
に
も
な
る
煩
向
か
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
予
防
対
策
を
怠
れ
ば
、
日
本
で
も

5
年
後
に
は
4

万
人
、
1
0
年
俊
に
は
邨

万
人
に
も
増
加
し
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
実
際
最
近
の
頂
向
で
は

、
老
い

女
性
の
感
染
例
の
増
加
が
目
に
つ
き
ま

す
。
あ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

は
も
し
か
し

た
ら
。
私
た
ち
の
周
囲
で

も
現
実
に
起

こ
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

若
者
や
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
「
今
で
き
る
こ
と
」

エ

イ
ズ
は
「
性
行
為
(
セ
ッ
ク
ス
)
」

「
血
液
感
染
(

輸
血
や
産
射
の
ま
わ
し
U

ち
)
」
「
母
子
感
染
」
に
よ
っ
て
感
染

し
ま

す
。
1
0代
や
2
0
代
の
若
い
世
代
は

、

特
に

性
行
為
時
の
予
防
か
大
切
で

す
。

予
防
を
怠
れ
ば
。
感
奥
は
拡
大
し
て
し

ま
い
ま
す
。
若
者
や
子
ど
も
た
ち

を
守

る
た
め
に
も
、
私
た
ち
自
身
か
エ
イ
ズ

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
感
染

予
防
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し

ょ
う
。
そ
し

て

、
子
ど
も
た
ち
に
は
エ
イ
ズ
に
対
す

る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
身
体
を

自
分
で
守
る
「
生
き
る
力
」
を
痔
つ
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

差
別
の
な
い
「
と
も
に
生
き
る
町
」

エ
イ
ズ
&
猥
本
的
に
治
す
方
法
は
ま

だ
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
冶
療
法
は
確

奥
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
感
染

後
1
0
年
で
発
足
し
て
死
に
至
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が

、
現
在
で
は
発
症

を
迎
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で
、
1
0
年
以

上
発
定
せ
ず
、
曾
通
に
生
活
を
送
る
惑

染
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
だ
、
S

染
者
た
ち
は
こ

れ
ま
で
高
額
の
冶
療
費

や
偏
見
・
差
別
に
苦
兄

で
孝
F
}
た
。

こ
の

よ
う
な
人
た
ち

を
支
援
す
る
た

め
、
今
年
か
ら
エ

イ
ズ
思
者
・
m

者

を
身
体
障
害
者
と
し
て
肥
定
し
て

、
各

種
福
祉
箋
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染

者
が
地
域

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に

は
周
囲
の
理
解
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

問
い
合

わ
せ
先

よ

◎
'
・
言

≒

二

足

立
保

健
所

S
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千

佳
保

健
所

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー

・
コ

ン
ク
ー
ル

エ
イ
ズ
予
防
の
胯
及
啓
発
活
動

の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル

。
合
計
6
0
点
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
に
竹
の
孩
中
学
校
保
健
委

貝
会
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
こ
の
作
品
を
原
実
に
、

エ
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
優

秀
作
品
2

点
、
僅
作
2
貞
の
作
品

が
入
選
し
ま
し
た
。

な
お

、
入
選
し
た

作
品
を
中
心

に
ポ
ス
タ
ー
屓
を
1
1月
2
5
日
か
ら
1
2

月
3

日
ま
で
、
ほ

役
所
1

陪
口

ビ
ー
で
行
い
ま
す

。

鏝優秀賞を受賞した、竹の塚中
学校保健委員会の喘弓

常 磐 新 線
千住地区・小菅交差部の

建設工事始まる

平
成
1
7
年
慶
の
開
業
を
目
指
し

日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て

進

め
ら
れ
て
い

る
常
磐
新
線
建
設
工

事
の
う
ち

、
哨
千
住
駅
1

北
千
住

駅
間
お
よ
び
小
曹
交
差
部
の
建
設

工
事
が
始
ま

り
ま
す

今
回

着
手
す
る
区
間
の
工
事

は

常
磐
繚
の
列
車
を
運
行
し
な

が
ら

、
常
磐
繚
を
一
部
移
設
ま
た

は
近
接
し
て
施
工
す
る
こ
と
か
ら
、J

R
東
日
本
が
日
本
鉄
道
建
設
公
団
よ
り

工
事
を
受
託
し
て
行
い
李
y
。

工
事
期
間
=
1
0
年
1
1月
～
1
6
年
度

問

先
=

区
・
常
磐
新
總
推
進
主
査

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

鉄
建
公
団
・
東
京
支
社
工
事
七
課

S
(
5
9
5
4
)
5
2
3
3

J
R
・
東
京
工
事
事
務
所
常
磐
工
事
区

S
(
5
2
4
4
)
0
7
9
1

情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

こ

の
た
び

、
東
京
都
足

立
区
公
文
毒

公
開
・
個
人
桐
報
保
霞
番
議
会
に
お
い

て

「
足

立
区
の
憐
報
公
開
制
度
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
の

審
議
が
始
ま
り
ま
し

た

。
審
鵬
会
の
中
に
設
け
た
小
委
貝
会

(
情

報
公
聞
制
度
の
課
顧
等
の
論
点
整

理
を
行
う
委
員
会
)
の
検
討
作
業
の

穆

考
に
す
る
た
め

。
今
後
の
足
立
区

に
お

け
る
情
報
公
開
制
度
に
闘
す
る
幅
広
い

意
見
を
募
笑
し
ま

す
。
意
見
は

、
主
に

審
議
会
小
委
貝
会
の
検
討
の
参
考
と
す

る
た
め

、
個
別
の

意
見
ご
と
の
回
谷
等

の
対
5

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

解
く

だ
さ
い

。

内
容
-

足
立
区
に
お
け
る

情
報
公
聞
制
度
に
関
す
る
意
見
(
制
度

の
目
的
、電
子
情
畷
の
扱
い
、請
求
者

の
範
囲
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
扱
い
ほ
か
)

で
あ
れ
ぱ
様
式
、内
容
、{
子
数
は
不
間

申
込
―
住
所
、氏
名
。今
ま
で
に
足
立

区
で
公
文
書
公
開
請
求
を
し
た
こ
と
の

有
無
を
明
記
の
う
え
、原
則
郵
送
。た
だ

し
フ
ァ
ク
ス
も
可
。返
却
は
し
ま
せ
ん

※
必
要
に
5
じ
て
番
議
会
(
小
委
貝

会
含
む
)
の
報
告
s
等
に
引
用
し
公
表

す
る
鳩
合
が
あ
り
ま
す

期
限
=
1
2
月
2
5

日

申
・
問
先
i

情
報
公
開
担
当

e
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

阯
(
3
8
8
0
)
5
6
1
3

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

第
3
期
地
区
放
送
開
始

12/ 1

第
三
セ
ク
タ
ー
の
(

株
)
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
足

立
で
は
1
2
月
1
日
か
ら
次
の

地
岐
で

放
送
を
関
始
し
ま

す
(
下
衷
)
、

同
テ
レ
ビ
局
の
足
立
コ
ミ
ー
-
テ
ィ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
は
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

防
災
情
報
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
情

報
を
お
届
け
す
る
ほ
か
、
区
内
の
出
来

事
や
お
祭
り
、
文
化
祭
嘴
報
な
ど
も
及

送
し
ま
す
。

□
放
送
内
容

再
送
信
サ
ー
ビ
ス
ー
都
内
の
1

・
3
・
1

・
6
・
8

・
1
0
・
1
2の
各
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
取
送
大
学
・
M
x

テ
レ
ビ
・
足

立

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ

ャ
ン
ネ
ル
・
千
葉
テ

レ

ビ
の
計
1
1チ

ャ
ン
ネ
ル

ペ
ー
ジ

。
ク
(

基
本
)
サ
ー
ビ
ス
=
再

送
危
の
ほ
か
B
s
I

・
B
s
2

・
ニ
ュ

ー
ス
・
映
画
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ

等
の

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
4
0
チ
ャ
ン
ネ
ル

有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル

ー
W
O
W
O
W

を
含

む
7

チ
ャ
ン
ネ
ル

□
利
用
料
金
弓

加
入
料
=
3
万
円
※
た
だ
し
各
地
峨

ご
と
に
、無
料
期
間
が
あ
り
李
y
(
再

送
信
サ
ー
ビ
ス
は
加
入
金
不
用
)

利
用
料
―
▽
再
送
信
・・一
月
額
層
円
(

一

世
帯
あ
た
り
)

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
・・
月

額
3

千
円
(
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
ー
台

あ
た
り

。2
台
目
か
ら
半
額
)

▽
有
料

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
・・
月
額
千
溺
円
I
2

千
淤

円
(
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
)

※
N
H
K

受

信
料
・
N
H
K

衛
星
受
信
料
は
別
で
す

標
準
宅
内
工
事
費
=

▽
再
送
信
・
・
i
万

円

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
・・
i
万
5

千
円

□
契
約
の

申
し
込
み

区
内
の
電
器
き
ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

、

申
・
問
先
=
(
株
)
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

足
立
〒
閾
-
8
5
7
6
綾
瀬
2
-
-
2
8

F
6
第
三
山
崎
ピ
ル

豐
(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

問
先
―
企
画
部
副

参
事

眥
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

節 型CATV( ケープJレテレビ)放送溯野 定

高齢鬯在宅サービスセンター 一石宅介膕支願センター

12月の家族介護者教室のご案内
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障
害
者
週
間
(
1
2月
3
日
～
9
日
)の
催
し

□
障
害
者
作
品
展

日
時
=
り一月
3
日
～
9
日
、
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
1
0時

場
所
=
区
役
所
I

階
ロ
ビ
ー

内
容
=
区
内
の
障
害
者
の

方
々
の
絵
画
や
I

、
小
物
な
ど

□
足
立
区
障
害
者
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「
地
域
で
生
き
て
い
く
た
め
に
」

1
自
立
支
擬
と
住
ま
い
I

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
を
迎
え
、
パ
ネ

ラ
ー
に
は
、
区
内
の
障
害
者
と
そ
の
家

族
、
援
助
者
の
方
を
予
定
。
住
宅
を
探

す
苦
労
。
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
、
日
々

の
ケ
ア
の
確
保
に
つ
い
て
考
え
、
状
況

を
お
互
い
に
知
り
、
解
決
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。

日
時
=
1
2月
9
日

廁
、
午
後
7
時
～
9
時

場
所
=
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー

定
員
=
2
0
0
人

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
障
害
者
舞
台
発
表
会

日
時
1
1
2月
5
日
由
、
午
後
1
時
1
4

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内

容
=
区
内
障
害
者
団
体
な
ど
の
劇
や
楽

器
演
奏

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
担
当

世
界
人
権
宣
言
5
0周
年
記
念

講
演
と
映
画
の
集
い

人
権
問
題
を
よ
り
正
し
く
理
解
し
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
講
演
と
映
画

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
区

内
小
・
中
学
校
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

日
時
=
卜一月
9
日
團
、
午
後
1
時
3
0分

～
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
講
演
「
近
代
圈
年
に
見
る
差

別
の
歴
史
～
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
の

展
示
を
担
当
し
た
経
験
か
ら
～
」
/
映

画
「
残
照
の
中
で
」
/
第
1
5回
人
権
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
式

講
師
=
新
井
勝
紘
氏
(
国
立
歴
史
民
族

博
物
館
助
教
授
)

問
先
=
同
和
対
策

担
当

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

区
内
に
は
、日
本
語
が
わ
か
ら
ず
に

困
っ
て
い
る
外
国
人
や
帰
国
者
が
大
勢

い
ま
す
。講
座
終
了
後
、そ
う
し
た
方

に
日
常
会
話
を
教
え
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る
方
を
募
集
し
ま

す
。日
時
=
1
月
～
1
9
一
月
の
火
曜
日

(全
3
3回
)
。
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
で
1
2

月
1
5日
の
説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

講
師
=
酒
入
郁
子
氏
、
佐
藤
由
紀
子
氏

定
員
=
3
0
人

費
用
り
3
千
円
程
度
(

テ
キ
ス
ト
代
実
費
)

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、電
話
番
号
、
希
望
理
由
、「
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
明
記

期
限
=
1
2

月
4
日
必
着

※
説
明
会
当
日
に
公

開
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

場
・
申
・

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
1
3
3
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

成
人
の
日
の
集
い

新
た
に
成
人
と
し
て
の
門
出
を
迎

え
る
皆
さ
ん
を
祝
う
「
成
人
の
日
の

集
い
」
を
閧
催
し
ま
す
。

日
時
=
1

月
1
5日
宙

午
後
O
時
3
0分
受

付
、1
時
3
0分
開
会

場
所
―
東
京

武
道
館
(
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
5
分
)

対
象
=
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
～
昭
和

5
4年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
案

内
状
は
1
2月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
2
月
1
9
日
禺
午
後
2
時
～
4

時
3
0分

内
容
=
歌
や
ダ
ン
ス
、
合
奏

の
発
表
・
交
流
(
児
童
館
・
学
童
・
老

人
館
の
利
用
者
、人
形
劇
団
ぶ
ん
ぶ
く
、

鹿
浜
西
小
金
眥
ク
ラ
ブ
、
ウ
イ
ン
ド
ク

ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
)
、ペ
ガ
サ
ス
音
楽

隊

場
・
問
先
=
西
部
児
童
早
老
人
館

さ
(
3
8
9
7
)
5
0
-
6

青
年
講
座

□
(
環
境
)
「誰
で
も
わ
か
る
環
境
問
題
」　

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
・
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
、そ
の
言
葉
は
知
っ
て
い
る
が

内
容
と
な
る
と
?
そ
こ
で
。よ
く
ば

り
環
境
講
座
と
し
て
環
境
問
題
を
知

り
。い
ま
個
人
と
し
て
何
が
で
き
る
か

を
学
び
ま
す
。日
時
厶
に
月
1
0
日
脚
、

1
6
日
㈲
午
後
7
時
～
9
時
対
象
=

1
0
代
～
3
0
代
の
青
年
男
女
講
師
=
樋

渡
眞
里
子
氏
(

環
境
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

古

定
員
a

各
4
0
人
(

先
着
順
)

□
(
国
際
理
解
)
「
日
本
で
働
く
外
国
人

と
日
本
(

人
)
」

異
文
化
交
流
の
2
回
目
と
し
て
、日

本
に
働
く
外
国
人
の
方
の
参
加
も
求

め
、外
国
で
働
く
こ
と
と
は
何
か
、良
い

こ
と
悪
い
こ
と
も
含
め
互
い
に
話
し
合

い
学
び
ま
す
。日
時
=
1
2
月
5
日
、

1
2
日
、1
9
日
の
各
土
曜
日
午
後
7
時
～

9
時

対
象
a

高
校
生
以
上

※
外

国
人
の
方
歓
迎

講
師
―
和
田
智
子
氏

ほ
か
外
国
人
講
師
予
定

定
員
9
3
0人

-

い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

消
費
者
講
座

変
わ
る
金
融
機
関

安
全
有
利
な

利
殖
法
と
は
?

金
融
ビ
ッ
グ
ー
バ
ン
に
よ
り
、今
後

増
え
る
金
融
機
関
の
合
併
や
外
資
系
金

融
機
関
と
の
提
携
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ

る
「こ
れ
か
ら
の
金
融
機
関
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
」や
、続
々
発
充
さ
れ

る
新
し
い
金
融
商
品
や
投
資
信
託
な
ど

の
紹
介
と
そ
の
危
険
性
(
リ
ス
ク
)
な

ど
に
つ
い
て
、暮
ら
し
の
経
済
専
門
家

が
、わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
=
1
2
月
5
日
出
、午
後
1
時
3
0
分

1
4
時
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
内
容
=
「上
手
な
金
融
機
関
と
の

つ
き
あ
い
方
」
、
「自
己
防
衛
」な
ど

講
師
=
福
田
美
紀
氏
(
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
)
定
員
-
8
0
人
(
先

着
順
)
※
保
育
あ
り
。要
事
前
申
し
込

み
費
用
=
無
料
申
込
=
・
`
話
場

・
申
・
問
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
博
物

館
で
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
g

何

習

午ヽ
前
H
時
～

内
容
‥「
聯

古
上
布
」(
4
0分)
・
:島
に
生
ま
れ
た
布

作
り
の
伝
統
と
風
土
/
「
十
三
代
今
宮

右
衛
門

薄
墨
の
美
」(
3
6分)
・
:色
鍋

島
の
窯
元
に
よ
る
伝
統
と
創
作
の
技
法

□
し
め
飾
り
作
り
体
験
教
室

農
家
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
た
し
め

飾
り
作
り
を
体
験
し
、
手
作
り
の
し
め

飾
り
で
お
正
月
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
裁
七
月
2
0日
㈲
、
午
後
2

時
～
4
時

対
象
=
小
学
校
4
年
生
以

上

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
。
電
話
番

号
、「
し
め
飾
り
」と
明
記

期
限
=
1
2

月
1
0日
(
必
着
)

申
先
=
郷
土
博
物

館

〒
1
2
0・0
0
0
上
(
谷
田
5
1
2
0
-
I

-

い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料
場
・
問
先
=
郷
土
博
物

館
`
‘
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
書
館
の
本
を
再
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
区
民
の
方
を
対
象
と
し
て
希

望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

※

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で

、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
=
1
9一
月
卜一
日
出
～
1
3
日
襾

午
前
1
0

時
1

午
後
4

時

塲
・
問
先
=
花
畑

図
書
館

昔
(
3
8
5
0
)
2
6
0
1

学

童

保

育

働
く
親
の
子
育
て

連
続
講
座
(
第
3
回
)

□
～
子
ど
も
の
心
親
の
心
～
「子
ど

も
を
遊
び
と
仕
事
と
学
び
の
真
の
主
人

公
に
」

現
代
の
子
ど
も
の
生
活
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
ど
う
い
う
問
題

が
あ
る
の
か
、
お
と
な
が
生
活
の
中
で

ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
っ
た
ら
良
い

の
か
を
考
え
ま
す
。

日
時
=
1
1月
2
8日
山
、
午
後
2
時
～
4

時

場
謦
‥竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

対
象
0

主
に
小
学
生
の
父
母
と
、
地
域
で
子

育
て
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方

※
保
育

あ
り

講
師
l
須
藤
敏
昭
氏
(
大
東
文

化
大
学
教
授
)

定
員
=
1
0
0人

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
住
区
推
進
課

図
書
館
貸
レ
出
し
ベ
ス
ド
1
0の
コ

ー
ナ
ー
は
お
休
み
し
ま
す
。い

な
・腟

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・・・
申
し

込
み
方

法

期

限
…
申
し

込
み
期
限

場
'・
'
申
・
問

先
・
・・・
場
所

・

申
し
込
み
先
'
・
問

い
合

わ
せ

先

区
議
会
第
4
回
定
例
会

区
議
会
第
4
回
定
例
会
が
表
I
の

と
お
り
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お

よ
び
委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
席
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

傍
聴
受
付
=
本
会
議
・
:開

会
3
0分
前
/
各
委
員
会
…
開
会
1
時

間
前

問
先
=
区
議
会
事
務
局

表1 区議会第4 回定例会日程

掲
示
板

□
青
色
申
告
決
算
説
明
会
▽
足
立
税

務
署
管
内
日
時
=
1
9
一
月
3
日
、4
日
、

7
日
午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
=
足

立
税
務
署
/
日
時
瓦
に
一
月
9
日
午
前

1
0
時
～
正
午
、午
後
2
時
～
4
時
場

所
=
区
・
教
育
研
究
所
問
先
―
足
立

税
務
署
昔
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

▽
西
新
井
税
務
署
管
内
日
時
=
1
2
月

9
～
E
‥
日
午
後
1
時
3
0
分
I
4
時
3
0

分

場
・
問
先
―
西
新
井
税
務
署

?
3
8
4
0
)
1
1
1
1
　
　
　

1

い
ず
れ
も
I

対
象
=

青
色
確
定
申
告
者

内
容
=

決

算
の
仕
方
、
消
費
税
と
地
方
消
費
税

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

□
人
権
週
間

「
講
演
と
映
画
の
集
い

」

日
時
=
1
2
月
2

日
廁
、
午
後
1

時
3
0分

～
4

時
3
0
分
(

開
場
1

時
)

場
所
=

ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
(
立
川
市
錦
町
3
-
3
-
2
0
)

内
容
=

映
画
「
残
照
の

中
で

」
、
講
演
(
松
島
ト
モ
子
氏
)

費

用
=

無
料

問
先
=

都
・
総
務
局
人
権

部

昔
(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
平
成
U

年
度
「
国
際
市
民
交
流
協
力

事
業
」
助
成
対
象
事
業
募
集

対
象
9

都
内
の
非
営
利
団
体
が
自
主
的

に
行
う
国
際
交
流
協
力
事
業
等
で
1
1

年

4
月
～
1
2
年
3
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る

事
業
受
付
期
限
_
<
N
月
1
1
日
問
先

=
絽
東
京
都
国
際
交
流
財
団
国
際
交
流

課
昔
(
5
2
2
1
)
9
0
2
{
○

□
特
別
震
護
老
人
ホ
ー
ム
看
護
婦
募
集

勤
務
時
間
等
り
週
休
2
日
、午
前
9
時
～

午
後
6

時

※
夜
勤
無
し

申
込
=

履
歴
書
と
資
格
証
(
写
)

を
持
参

場

・
申
・
問
先
―
足
立
翔
裕
園
(

入
谷
9

丁
目
)

き
(
3
8
5
5
)
6
3
6
3

□
道
路
標
識
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

2
3区
内
の
道
路
標
識
を
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
ま

す
。

申
込
=

電
話
(

無
料
)

か
フ
ァ

ク
ス

申
・
問
先
=

建

設
省
東
京
国
道

工
事
事
務
所
内

「
道
の
相
談
室
」

昔
0
1
2
0
(
1
1
0
6
)
4
9
7
　
　
　
　

阯
(
3
2
1
4
)
7
4
9
7

□
正
月
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

期
間
り
1
2
月
3
1
日
(
早
朝
)
～
1
月
3

日

場
所
=

妙
高
高
原
ス
キ
ー
場

定

員
-
5
0
人

※
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
有
り
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
―
足
立
区
ス
キ
ー
協
会

堀
内
　

a
(
3
8
8
2
)

了
7
8
Q
)

□
第
3
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
1
2
月
1
0日

、
1
7日

、
1
月
1
4日

、
2
8

日

、
2
月
1
1‥
日
、
2
5日

、
3
月
1
1
日

、
2
5

日

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
9
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟

啻
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
か
『
往
復
ハ
ガ
キ
』
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

配
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で
。

=
出
店
者
募
集
=

▼
1
2月
6
日
邸

本
木
一
丁
目
区
有
地

午
前
m一時
～
午
後
2
時

※
雨
天
の
場

合
1
2月
1
3日
/
4
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
漆
原

昔
(
3
8
4
0
)
4
7
4
0

▼
1
2月
1
9日
出

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0時
I
午
後
2
時

※
雨
天
中
止
/

川
区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
(
1
2月
8
日
必
着
)
/
〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小
山

昔
0
1
0
(
1
0
2
)
5
5
8
1

▼
1
2月
2
0日
剛

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
7
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ

キ
(
1
9
1月5
日
必
糖
)
/
〒
1
2
3・8
7
9
9

足
立
西
郵
便
局
留

金
子

昔
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

y
1
2月
2
0日
沺

元
渕
江
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
O
円
～
2
千
円
/

電
話
/
矢
崎昔

(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

□ 区民スケート初心者教室日時- 12月～2月の第2・第4日曜日( 計6回) 午前7時3{ }分～9時30分場所-すいすいらんど峻瀬申込一各開催日の前日まで
に電話 申・問先一足立区スケート連盟93881 ―9065
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く

ら

しの

情
報

特
別
区

民
税
・
都
民
税

、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

□
お
支
払
い
は
便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
(

自
動
払
込
)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

金
融
機
関
の
窓
口
が
混
ん
で
い
て

、

長
時
間
待
た
さ
れ
た

。
忙
し
く
て
つ
い

納
め
に
行
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

。

そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

口
座
振
替
に
す
れ
ば

、
納
期
ご
と
に

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
手
間
も
か
か
ら
ず

、
安
心
で
す

。

申
込
a
窓
口
に
預
(

貯
)

金
通
帳
、
通

帳
印

、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
=

預
(

貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、
ま
た
は
区
担

当
窓
口

、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特

別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康
保

険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険

料
…
国
民
年
金
課
保
険
料
係

□
休
日
納
税
・
納
付
・
年
金
相
談

平
日
に
区
役
所
に
来
庁
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
休
日
納
税
・
納
付
お
よ
び

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
な
ど
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
ム
に
一
月
2
0
日
興
午
前
9
時
～
午

後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
課
(
中
央

館
1
階
)
、
S
民
健
康
保
険
課
(
北
館
2

階
)
、
国
民
年
金
課
(
北
館
2
階
)

特
別
区
民
税
・

都
民
税
の

夜
間
納
税
相
談

平
日
の
昼
間
、
区
役
所
に
来
庁
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
納
税
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
I
H
月
2
6日
、
1
2月
3
日
、
1
0日
、
1
7

日

午
後
5
時
1
8
時

場
所
=
納

税
課
窓
口
(
中
央
館
1
階
)

問
先
=

納
税
第
一
係
、
納
税
第
二
係

募
集
し
ま
す
!

国
民
年
金
推
進
員

あ
な
た
も
2
1世
紀
の
国
民
年
金
を
推

進
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
!

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
年
金
加
入

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
保
険
料
の
収
納

を
は
じ
め
各
種
届
書
の
受
け
付
け
・
年

金
相
談
な
ど
を
行
う
非
常
動
職
員
で

す
。
対
象
=
区
内
在
住
の
3
0歳
～
5
9歳

の
方

※
―
力
月
1
8日
間
勤
務
(
土
、

日
、
夜
間
動
務
可
能
な
方
)

採
用
予

定
=
H
年
2
月
1
日
か
ら
勤
務

給
与
9

基
本
給
十
能
率
給
。
平
均
月
額
1
7万
3

千
円
前
後
(
過
去
1
年
実
績
)

雇

用
期
間
=
1
年

※
成
績
な
ど
考
慮
の

う
え
4
回
ま
で
更
新
可

募
集
人
員
1

若
干
名

申
込
=
自
筆
履
歴
書
(
写
真

貼
付
)
お
よ
び
作
文
「
高
齢
社
会
と
年

金
の
役
割
(
崩
字
程
度
)
」を
持
参
。書

類
審
査
の
の
ち
面
接

期
限
=
1
2月
H

日

申
・
問
先
9
国
民
年
金
課
推
進
係

12月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご 相談に応じます。

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は

、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
な
ど
で
治
療
を
受
け

、

支
払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(

自

己
負
担
限
度
額
・・・
6
万
3

千
瞋
円
/

住

民
税
非
課
税
世
帯
3
万
5

千
4
0
0円
)
を

超
え
た
と
き
に
、
申
請
に
よ
り
超
え
た

金
額
が
国
保
か
ら
戻
る
制
度
で
す
。

高
額
療
養
費
に
該
当
し

た
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
2
8
3

ヵ
月
後
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
(
郵
送
で

も
可
)
。

申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

都
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
・
申
込
期
間
=
▽
東
京

都
公
募
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
母
子
世
帯

・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
・

多
子
世
帯
・
車
い
す
使
用
者
世
帯
・
特

に
収
入
の
低
い
一
般
世
帯
)
、
単
身
者

向
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
、多
家
族
世
帯
向

・
:
1
2
月
1
日
～
8
日
(
土
・
日
除
く
)

▽
足
立
区
地
元
割
当

、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

…
1
2
月
1
7
日
～
2
5
日
(

土
・
日
・
祝
除

く
)

※
募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、

「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い

配
布
場
所
=

住
宅
管
理

係
(
期
間
内
配
付
)
、各
区
民
事
務
所
(
期

間
内
で
も
配
付
予
定
枚
数
に
達
し
次
第

終
了
)

問
先
―
住
宅
管
理
係

事
業
系
ご
み
の

減
免
シ
ー
ル
を

交
付
し
て
い
ま
す

東
京
都
総
合
経
済
対
策
方
針
の
一
つ

と
し
て
、
個
人
事
業
者
の
方
に
一
定
枚

数
の
減
免
シ
ー
ル
を
、
7
月
1
日
か
ら

交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
期
間
=
H

年
6
月
3
0日
ま
で

※
1
事
業
者
I
回

限
り
。
交
付
枚
数
は
、
H
月
申
請
者
は
4
5

ロ
シ
ー
ル
6
6枚
、
1
2月
は
4
5ロ
シ
ー

ル
5
8枚
と
申
請
月
に
よ
り
逓
減

対
象
=
2
3

区
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
継
続
し

て
1
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人

事
業
者
(
事
業
主
を
含
め
従
業
者
数
5

人
以
下
)
で
、
平
成
9
年
の
年
間
所
得

金
額
が
2
7
0
万
円
以
下
の
方

必
要
書
類

等
=
(
1
)官公
署
の
受
付
印
の
あ
る
平
成
9

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
書
の
控
(
2
)

運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
も
の
(
3
)印
鑑

申
・
問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所

昔
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

?
3
8
5
3
)
2
1
4
1

問
先
a
区
・
企
画
部
移
管
準
備
担
当

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
よ
う

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど

に
よ
り
、
せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
凖
に
あ
っ
た
も
の
に
限
り
、

道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交
通
管
理

者
(
警
察
)
の
許
可
を
受
け
て
占
用
(
使

用
)
で
き
ま
す
。

▽
日
よ
け
・
突
き

出
し
看
板
の
設
置
、
ま
た
は
既
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受
け
て
い
な
い

も
の

▽
建
築
工
事
の
と
き
の
足
場
な

ど□
自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た
め

の
、L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
な
ど
の
工
事
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許

可
・
承
認
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、

道
路
占
用
許
可
申
請

書
・
自
費
工
事
施
行

承
認
申
請
用
紙
は
、

道
路
管
理
課
に
あ
り

ま
す
。

問
先
=
道

路
管
理
課都

市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
て
い
ま
す

(
1
)東京
都
市
計
画
地
区
計
回
島
根
四
丁

目
地
区
地
区
計
画
(
足
立
区
決
定
)

区
域
=
島
根
二
、
三
、
四
丁
目
、
栗
原

一
、
二
丁
目
の
各
地
内

(
2
)東京
都
市
計
画
高
度
地
区
、
防
火
・

準
防
火
地
域
の
変
更
(
足
立
区
決
定
)

区
域
=
島
根
三
、
四
丁
目
の
各
地
内

※
前
記
(
1
)、(
2
)
に
意
見
の
あ
る
関
係
者

の
方
は
区
長
に
対
し
て
意
見
廝
を
提
出

で
き
ま
す

(
3
)東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

(東
京
都
知
事
決
定
)

区
域
=
島
根

三
、
四
丁
目
の
各
地
内

(
4
)
東
京
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
(
東

京
都
決
定
)

区
域
=
新
田
三
丁
目
地

内

内
容
a
ポ
ン
プ
場
お
よ
び
放
流
渠

(き
よ
)
の
変
更

寮
前
記
(
3
)、(
4
)に意
見
の
あ
る
関
係
者

の
方
は
東
京
都
知
事
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
で
き
ま
す

縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間
=
1
2月
1
4

日
1
2
8日

縦
覧
場
所
―
(
1
)、(
2
)
は

区
・
都
市
計
画
係
/
(
3
)、(
4
)
は
区
・
都

市
計
固
係
ま
た
は
都
・
総
務
部
相
談
情

報
課

意
見
一
の
提
出
先
‥
l
(
1
)
、(
2
)
は

区
・
都
市
計
画
係
/
(
3
)、(
4
)
は
区
・
都

市
計
画
係
ま
た
は
都
・
地
域
計
画
部
都

市
計
固
課

問
先
=
区
・
都
市
計
画
係

自転車放置禁止区域
千住大橋駅付近

○
「
ち
ょ
つ
と
だ
け
・こ
「
面
倒
く
さ

い
…
」
で
放
置
し
た
あ
な
た
の
自
転

車
が
街
の
大
き
な
迷
惑

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
、
放
置
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
区
で
撤
去
し
て
自

転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
に
は
、
撤

去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月

を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
置

が
増
え
て
い
ま
す
。
區
ま
れ
た
時
に

は
す
ぐ
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
撤
去
日
以
前
に
盗

難
届
を
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
徴

去
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

千
庄
大
橋
駐
車
場

千
住
橋
戸
町
8
1
5

昔
(
3
8
8
2
)
6
4
4
9

□
民
営
自
転
車
置
場

蛭
間
自
転
車
置
場

千
住
橋
戸
町
1
9
　

昔
(
3
8
8
1
)
4
6
6
0

□
放
置
自
転
車
移
送
先
i
中
央
本
町

移
送
所

足
立
4
1
1
6
-
1
9先

問
先
=
自
転
車
係

ひ
ろ

ば

「
ひ
ろ
ぱ
」
の
欄
は
毎
月
2
5日
号

に
掲
載
し
て
い
る
区
民
相
互
の
情
報

交
換
の
場
で
す
。
掲
載
内
容
の
責
任

は
当
事
者
閧
で
。

内
容
=
サ
ー
ク

ル
の
会
員
募
集
/
催
し
物
等

掲
載

で
き
な
い
も
の
I
営
利
行
為
/
売
名

行
為
/
政
治
活
動
/
宗
教
活
動
/
会

費
が
月
額
4
千
円
を
超
え
る
も
の
等

費
用
H
‥無
料

申
込
り
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た

は
郵
送
(
I
団
体
―
事
業
。掲
載
後
3

ヵ
月
間
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
)
。

申
込
用
紙
は
広
報
課
に
あ
り
ま
す

期
限
1
掲
載
希
望
月
の
前
月
末
日

掲
載
方
法
―
抽
選
(
採
否
は
連
絡
し

ま
せ
ん
)

申
・
問
先
=
広
報
課

一
t
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7

-
―

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

=
催
し
物
=

★
ち
え
の
わ
学
校
S
H
月
2
8
日
出
、

午
前
9
時
4
5
分
開
会
/
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル
/
ア
ニ
メ
上
映
会
(
遠
い
海
か
ら

来
た
ク
エ
と
パ
ネ
ル
展
示
/
2
0
0
円
/

三
井
昔
(
3
8
8
6
)
6
5
5
4

★
で
て
こ
い
サ
ー
ク
ル
バ
ザ
ー
H
月

2
9
日
面
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時

/
雨
天
決
行
/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/

中
島

登
(
3
8
8
4
)
2
2
了
6

★
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
に
自
信
を
つ
け

る
に
は
～
勉
強
の
苦
手
な
子
、
嫌
い
な

子
を
も
つ
お
母
さ
ん
集
ま
れ
」
1
2
月

1
3
日
面
、
午
後
6
時
～
8
時
/
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
/
千
円
/
田
中

容
(
3
8
8
0
)
6
7
5
8

★
足
立
子
ど
も
劇
場
鑑
賞
例
会
1
2
月

1
9
日
山
、午
後
6
時
3
0
分
開
演
/
西
新

井
文
化
ホ
ー
ル
/
幼
児
～
小
学
校
低
学

年
/
人
形
劇
団
フ
ー
グ
「
エ
ル
マ
ー
と
1
6

ぴ
き
の
り
ゅ
う
」/
前
売
2
千
5
0
0円
、

当
日
2
千
9
0
0円/
金
沢

昔
(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

★
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
1
2
月
2
3

日
参
、
午
後
1
時
1
5分
開
場
ノ
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
障
害
の
あ
る
方
歓
迎
/
1
0
0

人
/
要
予
約
/
葦
の
会

中
井

昔
(
3
8
5
7
)
8
8
3
Q
}

★
足
立
よ
い
映
画
を
見
る
会
1

月
5

日
㈹
・
6
日
㈲
、
午
前
1
0時
、
正
午
、

午
後
2
時
/
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
モ

ジ
ャ
公
・
5
等
に
な
り
た
い
/
8
0
0円

(
3
歳
以
占
/

荒
井

昔
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

=
募
集
=

★
女
性
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
は
な
は
た
」

毎
週
土
曜
日
、
午
前
9
時
3
0分
I
正
午
/

花
畑
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
千
5
0
0円/
馬
場

昔
(
3
8
8
4
)
8
4
0
つ
`

★
な
ぎ
な
た
「雅
ク
ー
フ
ブ
」毎
週
月

・
日
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
江
南

中
学
校
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千

円
/
谷
川

昔
(
3
9
1
9
)
5
0
9
り

★
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
3
日
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
綾
瀬
駅
付
近

/
月
額
千
5
0
0
円
(
楽
譜
代
含
む
)
/
寒

井
江
s
(
5
6
8
2
)
3
5
4
1

★
(
。
ピ
ー
ヨ
ガ

毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

中
高
年
の
男
女
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
5
0
0円/
小
森
谷

a
(
3
8
8
7
)
9
4
0
3

★
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ー
フ
ブ
毎
週
水
曜

日
。
午
前
1
0
時
～
H
時
4
5
分
/
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
出
口

昔
(
3
8
5
3
)
7
4
6
0

★
足
立
太
極
拳
ク
ーフ
ブ

毎
週
土
曜

日
、
午
前
1
0時
I
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3

千
円
/
小
林

容
(
3
8
5
9
)
6
7
4
9

★
3
B
体
操
毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0

時
～
1
1
1
1
時
3
0
分
/
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ほ
か
/
月
額
3
千
円
/
湯
本

s
(
3
8
了
o
)
4
7
8
3

★
写
真
ク
ラ
ブ
「
キ
ャ
。ツ
ーア
イ
」

第
2
日
・
第
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
5

時
/
江
北
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3

千
円
、
月
額
2
千
円
/
山
下

啻
(
3
8
9
6
)
3
0
1
1

□ 歳末経営相談実施中期間=12月28日まで( 土・日・祝除く) 、午前10時～午後3眄場・問先=産業振興課商工相談室
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生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
び
で
輝
け
!
学
び
シ
テ
ィ
足
立
!

―
み
ん
な
で
創
る
。
学
び
あ
う
ま
ち

あ
だ
ち
"
の
未
来
予
想
図
1

区
が
本
格
的
に
「
生
涯
学
習
」
に
取

り
組
ん
で
早
十
数
年
…
。よ
う
や
く
生

涯
学
習
と
い
う
言
葉
も
定
着
し
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
楽
し
く
、
充
実
し
た
「
学

び
活
動
」が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、「
生
涯
学
習
」に
対
す
る

期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
「
第
二
次
足
立
区
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
、
一
人

ひ
と
り
の
「
学
び
」
が
。
自
分
を
、
そ

し
て
「
足
立
の
ま
ち
」
を
輝
か
せ
る
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
「
し

く
み
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
。区
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、2
1世
紀
の
「
学
び

シ
テ
ィ
・
あ
だ
ち
」
の
未
来
予
想
図
を

描
い
て
い
き
ま
す
。

日
時
=
1
2月
卜一
日
出
、
午
後
1
時
3
0分

―

時
3
0分
(
午
後
1
時
開
場
)

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
=
平
沢

茂
氏
(
文
教
大
学
教

授
)
山
澤
邦
子
氏
(
六
月
中
学
校
P
T
A

会
長
)
、神
家
満

茂
氏
(
区
民
大
学

学
習
グ
ル
ー
プ
「
足
立
・
賢
治
の
会
」

会
長
)
、
乾

雅
栄
氏
(
足
立
区
女
性
団

体
連
合
会
副
会
長
)
、
中
村
猛
夫
氏
(
第

四
期
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
専

門
部
会
長
)
、区
教
育
委
員
会
生
涯
教
育

部
参
事

定
員
=
囚
人

費
用
=
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

・
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
希
望
」
と
明
記

※
後
日
、
落
選
者
の
み
連
絡
し
ま
す

期
限
1
1
9一月
9
日
必
着

申
・
問
先
9

生
涯
教
育
推
進
課

干
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
-
I

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

花だより
曙 杉

一
般
的
に
は
ズ
タ
セ
コ
イ
ヤ
"
と

い
わ
れ
、
海
外
に
は
幹
の
中
を
車
が
走

り
抜
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
巨
樹
も
あ
る

。セ
コ
イ
ヤ
"
の
仲
間
で
す
。

ス
ギ
科
の
落
葉
高
木
の
針
葉
樹
で
、‘

整
っ
た
円
錐
形
の
樹
形
を
し
て
い
ま

す
。
針
葉
樹
の
落
葉
は
珍
し
く
、
秋
に

は
美
し
い
赤
銅
色
に
紅
葉
し
ま
す
。

三
百
万
年
前
に
一
度
死
滅
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
で
生
き
た

化
石
植
物
と
し
て
1
9
4
5

年
に
発
見

さ
れ
た
こ
と
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
渡
来
し
た
の
は
そ
の
3
年

後
、
東
京
大
学
の
博
士
が
種
か
ら
育
て

た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
送
ら
れ
て

き
た
苗
木
を
挿
し
木
に
よ
っ
て
繁
殖
さ

せ
、全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。足
立
区
の

土
壌
に
も
適
し
、良
く
成
育
す
る
の
で
、

公
園
に
も
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

入
谷
南
光
寺
に
は
、
区
指
定
の
保
存

樹
木
が
3
本
あ
り
ま
す
。

A
公
園
緑
地
課
V

鑽
拱
圉

即
社
説

鱸
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
宇
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

南光寺( 入谷1- 19)

あだちカレンダー 12月 区民 の

声皆さんの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用ください
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係 酋3日日0- 5111㈹FAX38B0- 567B

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

学び の情報を電話でキャッ チ!

生涯学習情報ダイヤル 3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あなたの探す講座やイベントを 区内情報を中心に、Iいづ どこで開懿される力をご案内しま覃|

古紙配合率70% 再生紙を使用しています S. Y. Ya280, 000


